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審 査 結 果 の 要 旨 
 大動脈疾患に対する低侵襲治療として,ステントグラフト（金属骨格からなるステントとポリエス
テル，ポリテトラフルオロエチレンなどの人工血管から構成された自己拡張型人工血管）を用いた
血管内治療が Parodiらにより 1991年に世界で初めて報告され，その適応は徐々に拡大しつつある．
ステントグラフトの改良とともに治療成績は向上しているものの，ステントグラフトと大動脈壁と
の適合性の問題によって引き起こされる合併症（Ⅰ型エンドリーク，マイグレーション）は未だに
克服できていない． 
 申請者は特殊な生体組織工学（生体内組織形成術;アクリルやシリコンなどの非毒性，非吸収性の素材
を鋳型として生体の皮下に植え込み，その周囲に形成されたⅠ型のコラーゲン膜を人工血管の代用素材として使
用する方法）を用い，大動脈壁との良好な生体適合性を目的としたステントグラフト（バイオステン
トグラフト）を開発した．バイオステントグラフトは 3Dプリンターを用いて設計したアクリル円筒
に自己拡張型ステントを被覆したものを鋳型として作成，それらをビーグル犬の背部皮下に 28日間
埋入し作成した．得られたバイオステントグラフトは平坦かつ平滑な内腔を有しておりステント骨
格部は内腔側，外側ともに密な結合組織膜で完全に被覆された．組織学的評価では,バイオステント
グラフト壁は密度の高いコラーゲンで構成されており，その壁厚は 150μm，全骨格間でほぼ一様で
あった．ステントグラフト壁の in vitro 強度評価はステントグラフト壁を 5.0 mm×5.0 mm に分割
しサンプルホルダーに固定したのち，垂直方向に tensile strength machine (Yamaden, Tokyo, Japan)を用
いて0.05 mm/秒の速度で圧迫，応力ひずみ曲線から弾性率（Young’s modulus）を計測し行った． バ
イオステントグラフト壁の Young’s modulus は 2203±163 kPa であり，ビーグル犬の腹部大動脈の弾
性率（1267±690 kPa）に比べ有意に高値を示した（p < 0.05）． 手動伸縮器を用いての性能評価で
は 22 ％まで縮径することが可能であり，繰り返しの伸縮でグラフト壁の損傷は認めなかった．生
体内組織形成術を用いて作成したステントグラフト（バイオステントグラフト）は作成が容易であ
り，十分に大動脈圧に耐えうる強度を有すると考えられた． 
 以上が本論文の要旨であるが，生体適合性の高い素材から構成されるステントグラフト作成法を開
発し，その性能を明らかにした点で医学上価値ある研究と認める． 
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